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～第89巻表紙シリーズ「日本の鋳物・金属に関する遺産」～

表紙の写真：萩反射炉（山口県萩市）

コメント：萩藩では，ペリー来航後の安政年間に反射炉の導入が試みられました．安政2(1855)年に

西洋学所を開設し，翌年造船所を設立して洋式軍艦の丙辰丸を建造するなど，軍備の拡充に努めまし

た．これら軍事力強化の一環として，反射炉の導入にも取り組みました．萩の反射炉は安政5(1858)

年に築造されたと考えられていましたが，記録で確認できるのは，安政3(1856)年の一時期に「雛形」

(試験炉)が操業されたということだけだということです．したがって，この反射炉は試験炉であった

という見方が有力のようです．

　日本各地に反射炉が作られたようですが，遺構が存在するのは，第3号表紙の韮山反射炉とこの萩

反射炉の2か所だけです．萩反射炉も韮山反射炉と一緒に平成27(2015)年7月，「明治日本の産業革

命遺産　製鉄・製鋼，造船，石炭産業」の構成資産の1つとして，世界文化遺産に登録されました．


